
防災
*********************************************************************************

　担当課 危機管理課（2019年４月回答）〔4/1～5〕

　提案・意見 市庁舎の非常用電源について

　伊勢市の庁舎は災害時に非常用電源の燃料は何日ありますか。備蓄し
て下さいね。

　回答
  ご質問いただいた内容についてですが、伊勢市役所本庁舎（岩渕）の非
常用発電機用には約４日分の燃料を備蓄しています。また、災害時の活動
拠点となる伊勢市防災センター（消防本部併設）の非常用発電機用にも約
４日分の燃料を備蓄しています。
  なお、災害発生時に災害応急活動に必要な燃料が確保できるよう、三重
県石油商業組合伊勢支部と災害時の協定を締結し、対策をしています。



教育
*********************************************************************************

　担当課 社会教育課（2019年４月回答）〔4/1～5〕

　提案・意見 伊勢図書館について

　２才９ケ月の子どもを連れて伊勢図書館へおじゃましています。最初
は「こんな小さな子を連れて行って大丈夫だろうか？」と心配でした
が、たくさんの絵本に娘は目を輝かせます。職員の方に相談させていた
だくと月令に合った絵本を選んでくださり、娘も大変気に入った様子で
した。さすがに専門職と感心しました。
　また、土曜日の「おはなし会」でも、まだじっとしていられない娘に
声をかけてくれたり、年令の異なる参加者のみんなが楽しめる工夫をし
てくださいます。
　市長さんのコラムで伊勢市は子どもの読書活動に力を入れている事を
読んだ覚えがありますが、市長さんの思いが図書館の職員の一人一人に
浸透していると感じました。
　伊勢図書館の職員の皆様、おはなし会のボランティアの方々、いつも
ありがとうございます。

　回答
　いつも伊勢図書館をご利用くださり、誠にありがとうございます。
　たくさんの絵本にお子様が目を輝かせてくれていること、図書館の職員
にとって何よりの励みになります。
　伊勢市では、図書館、学校、幼稚園・保育所や児童館などが連携し、読
書ボランティアにもご協力いただきながら、全市的に子どもの読書活動を
推進しています。
　今後も、子どもと絵本の架け橋として、たくさんのお子様に絵本や読書
の楽しさを伝えられるよう努めてまいります。



その他
*********************************************************************************

　担当課 消防本部総務課（2019年４月回答）〔4/1～5〕

　先般消防職員の副業について報道がありましたが私は兼ねてから消防
職員が副業をしていることについて何度か耳にしたことがあります！
　市民からの通報により発覚したとの事ですがまだまだいるように思え
て仕方がありません
　職場に来る車の中にしめ縄が大量にあるとか自動車会社で消防職員の
方がタイヤ交換などの仕事をしている電気店によく出入りしているなど
明らかにおかしい行動と思えるような話ばかりを耳にします！
　ましてや笑い話で職員からは勤務中携帯電話や自身のパソコン等を使
い株の取引を行っているなどという話も聞きます！
　一度事実の確認をしてみてはいかがでしょうか？
　例え職員にヒアリングを実施しても何か知っていてもかばい事実をう
やむやにされるのは目に見えていますが
ばれなければ今はしていないからいいそういう人がなかにはいると思い
ます！
　私はある程度の情報を職員の方から聞いているので個人名等も少しは
わかっていますが消防本部として事実の調査をお願いいたします！
この際膿みはすべて出してしまわれるのがよいかと思います
　話は変わりますが先日夜中に体調が悪くなり御薗と小俣の消防署にお
邪魔しました
　救急の病院を伺いたかっただけだったのですが仮眠をとられており疲
れて寝ているのかと思い自分で電話で病院を探し行きました
　不思議に思ったのですがソファにに横になり皆さん寝られていました
が夜中は勤務中ではないのですか？
　もしあの状態で勤務中と言われれば給料が発生している状態ですよ
ね？
　あり得ますか？
　そのようなことも含めてきちんとした対応をお願いいたします
　はっきり言って消防への信用は失いました

　提案・意見 消防職員の副業について

　回答
　市民の生命、財産を守る立場の消防職員がこのような地方公務員法に抵
触することを起こしたことは、市民をはじめ関係各位に多大なご迷惑お掛
けし、また信用の失墜となり深くお詫び申し上げます。
　今回のことを重く受け止め、職員に対しては、「服務規律の確保と綱紀
粛正」及び「営利企業等の制限」についての通知を発出し、全体の奉仕者
としての自覚を再認識させるとともに、二度とこのようなことを起こさな
いよう指導したところでございます。
　今後とも消防行政にご理解賜りますようお願い申し上げます。


